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3033運動モバイル・アプリケーション・ 

プログラムの開発等に関する研究 
（２年継続研究の２年目） 

 

スポーツ情報班 齋藤清美 須田敏弘 小林周太郎 

 

【研究テーマ設定の理由】 

 急速な高齢化が進む中、平成13年、神奈川県では、県民が運動やスポーツに親しみ、健康で明るく

豊かな生活を送るために、１日30分・週３回・３ヶ月間継続して運動・スポーツを行うことを啓発す

る3033運動キャンペーンをスタートさせた。これ以降、神奈川県教育委員会教育局生涯学習部スポー

ツ課及び神奈川県立体育センター（以下、「体育センター」という。）生涯スポーツ課スポーツ情報

班は、様々な視点から3033運動推進事業を展開してきた。しかし、これまでの事業における目標は、

3033運動の県民への“周知”が主眼となっており、その後の運動実践者の実態や運動習慣の定着度等

は十分に把握できていないのが現状であった。 

 一方、近年の情報発信の主流は、「マスメディア」から「パーソナルメディア」へ、「単方向」か

ら「双方向」へとシフトしつつある。また、情報の伝達においても、情報端末が設置してある場所で

情報を送受信する時代から、情報端末そのものを携行する時代になった。このような情報発信技術の

進化に適応するため、行政機関が扱う情報についても、モバイル端末に特化した発信形態の創出が今

後不可欠になると考えられる。 

 そこで、本研究では、3033運動の“周知”から“実践・継続”へとシフトしたモバイル・アプリケ

ーション・プログラム（以下、「モバイルアプリ」という。）を開発し、急速に普及しているモバイ

ル端末による情報発信・提供を通じて県民の日常生活の運動化を図ることで、運動・スポーツ実施率

の上昇や健康・体力の向上、健康寿命の延伸、生涯スポーツ社会の実現といった目標達成の一助にな

るものと考え、本テーマを設定した。 

 平成25年度は、県民の3033運動及びモバイル端末の活用等に関する意識調査を行い、この調査結果

をもとにモバイルアプリの開発を行った。 

 平成26年度は、モバイルアプリの改善及び提供、モニタリング調査による効果測定を行った。 

 

【研究目的】 

3033運動を実践・継続するための具体のツールとして、3033運動普及啓発用モバイルアプリ（以下、

「3033モバイルアプリ」という。）を開発し、広く県民に配信提供することにより、運動・スポーツ実

施率の向上や健康寿命の延伸を目指す取組みの一助とする。 

 
【研究期間】 

 平成25年４月～平成27年３月 

 

【研究の内容及び方法】 

１ 3033モバイルアプリの開発 

  平成25年４月 研究計画の確認、岩崎学園への訪問 

      ６月 岩崎学園情報科学専門学校・横浜医療情報専門学校との連携開始 
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      3033モバイルアプリ開発プロジェクトチームの発足 

      学生向け3033運動説明会の開催 

     ７月 3033運動アンケート調査の実施（総回答数757） 

   3033運動アンケート調査の結果集計・分析 

   アンケート結果のプロジェクトチームへの情報提供 

      ８月 開発プログラム披露・検討会の開催 

      プログラム案の絞り込み 

      ９月 3033モバイルアプリの開発 

      10月 体育センターと岩崎学園情報科学専門学校・横浜医療情報専門学校との

  連携協力協定の締結 

  平成26年２月 3033モバイルアプリの完成（一部）、岩崎学園研究発表会の開催 

  ４月 3033モバイルアプリ開発作業の継続及びプログラムの修正 

 

２ 3033モバイルアプリの提供 

  平成26年５月 「岩崎学園ＩＳＣプログラミングコンテスト」の開催 

      ６月 3033モバイルアプリの中間評価 

      ７月 新規プロジェクトメンバーの参入及び3033モバイルアプリの提供に向けた  

   プログラムの修正 

      ８月 3033モバイルアプリ（β版）のアンドロイド市場への参入 

      10月 3033モバイルアプリプログラムの更新 

 

３ 3033モバイルアプリの改善 

  平成26年11月 3033モバイルアプリ モニタリング調査の実施（モニター数149） 

  平成27年１月 3033モバイルアプリ モニタリング調査の結果集計・分析 

  ２月 課題整理及びプログラムの改善 

 

【研究の経過】 

１ 3033モバイルアプリの開発 

  平成25年６月、岩崎学園情報科学専門学校及び横浜医療情報専門学校の学生・スタッフと連携し

た3033モバイルアプリ開発プロジェクトチームを発足し、3033モバイルアプリの開発を進めた。そ

の際、県民の3033運動の認知度及びモバイル端末の活用等に関する意識を調査するため、3033運動

アンケート調査を実施した。その結果をもとに、多くの県民が気軽に利用でき、運動を継続しやす

いモバイルアプリの開発に向け、プロジェクト会議において検討を重ねた結果、それぞれ運動実践

へのアプローチを異にする次の３種類の3033モバイルアプリを作成することとなった。 

 

 

 

 

  開発当初、いずれのアプリも平成26年３月の完成をめざしていたが、テーマ設定やプロセスフロ

ーの作成、プログラム開発に予想以上の時間を要したため、３月の時点で完成したアプリは、情報

・「Let’s大また歩き！」 ：日常生活の中に「大また歩き」を習慣づけるアプリ 

・「めざせ芦ノ湖！」 ：県庁から芦ノ湖をめざすバーチャルウォーキングアプリ 

・「みんなの3033運動」：壁紙等のプレゼント機能を付加した運動ログ系アプリ 
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科学専門学校最終学年のチームが開発した「Let’s大また歩き！」のみに留まった。しかし、このア

プリについても、ＧＰＳ機能における現在地のプロットにずれが生じるなど、機能面で幾つかの課

題が残った。その他２つのアプリについては、平成26年４月に担当の学生チームが進級した後も開

発を継続し、完成をめざした。 

 

２ 3033モバイルアプリの提供 

（１）「岩崎学園ＩＳＣプログラミングコンテスト」の開催 

   平成26年５月16日、3033モバイルアプリの提供に先駆け、岩崎学園情報科学専門学校にて、学

生グループの研究成果を競う「岩崎学園ＩＳＣプログラミングコンテスト」が開催され、１次審

査を通過した５グループ（情報処理科・情報工学科・情報セキュリティ学科[２]・横浜医療情報

専門学校医療ＩＴ科）が、自身の開発したプログラムを発表した。 

   Ｃ言語簡単生成アプリの開発やマイコン制御によるサイネージ（電子看板）の作成等、学生そ

れぞれの柔軟な視点による個性的な発表がなされた結果、医療ＩＴ科の学生による3033モバイル

アプリ「めざせ芦ノ湖！」が最優秀賞を受賞した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－１ 3033モバイルアプリの開発で最優秀賞を受賞した学生グループと表彰状 

 

   実際にユーザーテストを行いながらプログラムの改善につなげた点が評価されたとのことで、

代表の学生からは、「県の取組みに協力させていただける機会が得られ、しかも、その過程にお

いて最高の賞を受賞できたことは二重の喜びであり、今後もより良いアプリへと改善できるよう

頑張ります。」というコメントがあった。 

 

（２）3033モバイルアプリの中間評価及びプログラムの修正 

   平成26年６月、卒業生が作成した「Let’s大また

歩き！」及び、開発を継続している「めざせ芦ノ

湖！」「みんなの3033運動」それぞれのアプリに

ついて、体育センター所員、岩崎学園スタッフに

よる中間評価を行い、改善点をリストアップする

とともに、3033モバイルアプリの提供に向けて協

議を重ね、適宜、プログラムの修正作業を行った。 

   平成26年７月、卒業生が作成した「Let’s大また

歩き！」の改善を引き継ぐ学生が新たに参入した

図－２ 新規参入学生を対象とした 

説明会の様子 
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ため、「県を取り巻く健康課題」「健康寿命の延伸と健康格差の縮小」「3033運動の定義とその

推進」、「モバイルプログラム開発の意義」等のレクチャーを行い、学生たちの理解と意識を深

めた。 

○3033モバイルアプリ開発プロジェクトチーム新メンバー構成 

  ・「Let’s大また歩き！」：情報科学専門学校  学生５名、教員１名 

・「めざせ芦ノ湖！」：横浜医療情報専門学校  学生５名、教員１名  

・「みんなの3033運動」：横浜医療情報専門学校  学生３名、教員１名 

 

（３）3033モバイルアプリ（β版）のアンドロイド市場への参入 

モバイルアプリの提供方法については、プログラムの開発計画当初はアンドロイド及びアイフ

ォン双方のモバイルアプリ市場への参入を考えたが、研究１年目の調査により、アイフォン市場

は、必要経費面や審査基準面等でアンドロイド市場よりも参入が困難であり、また、プログラム

自体も、今回の開発言語であるJava言語がそのままアイフォン上で完全に動作する保障はないこ

とが分かった。そのため、今回については、アンドロイド市場のみ参入することとした。 

   ３種類の3033モバイルアプリについて、それぞれ改善を要する部分を残しながらも、学生が作

成した無償ソフトウェアであるという側面や、効果測定の一つとしてモニタリング調査を行う必

要があることから、岩崎学園が所有しているアカウントを利用し、平成26年８月８日に「めざせ

芦ノ湖！」及び「みんなの3033運動」、同20日に「Let’s大また歩き！」を、Googleの提供するア

ンドロイド向けコンテンツ配信サービスである「Playストア」に、〔 開発途上版（β版）〕とし

て登録した。これにより、個人のモバイル端末上の「Playストア」から無償で自由にアプリをイ

ンストールすることができるようになった。 

   平成26年10月、「Playストア」上のアプリ掲載情報の仕様変更に伴い、宣伝用画像を作成・掲

載するとともに、プログラムを更新した。さらに、平成27年１月、「Let’s大また歩き！」のプロ

グラムを一部修正した。それぞれのアプリの概要を、参考資料１に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－３ Playストア上の3033モバイルアプリインストール画面 
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３ 3033モバイルアプリの改善 

  提供した3033モバイルアプリの有効性と課題をまとめ、プログラムの改善を図るため、3033モバ

イルアプリ モニタリング調査を実施した（モニター数149）。この結果をもとに、現在、プログラ

ムの改善を進めている。調査用紙を参考資料２に示す。 

 

４ メディアによる情報提供等 

（１）3033モバイルアプリの神奈川新聞への掲載 

   平成26年８月、神奈川新聞社が、3033モバイルアプリ

の開発を進めている学生の取材を行い、８月19日に『若

い発想で運動促進』というタイトルで記事が掲載された。

これにより、県と専門学校の学生が連携した事業が広く

県内に紹介され、また、学生のアプリ開発に対するモチ

ベーションが向上した。 

 

（２）3033モバイルアプリの県のたより「未病特集号」への掲載 

   県は、平成26年１月に「未病を治すかながわ宣言」を発表し、同年12月14日発行の県のたより

「未病特集号」（参考資料３）では、未病の概要及び未病を治すための具体の取組みを掲載した。

「食」「運動」「社会参加」の３つの取組みのうち、「運動」の分野で3033モバイルアプリ「め

ざせ芦ノ湖！」が紹介された。誌面上のＱＲコードによって「Playストア」へ移行し、簡単にア

プリがインストールできるよう工夫した。 

   さらに、県のたよりへの掲載をきっかけとして、「未病を治す」をキーワードに、県西地域活

性化に取り組んでいる県西地域県政総合センター（足柄上合同庁舎）副所長より、「バーチャル

ウォーキングアプリに関する発展形」といったモバイルアプリに関する提案等もあった。 
  

図－４ 神奈川新聞社による取材の様子 
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【結果と考察】 

１ 3033モバイルアプリのインストール数及び利用者数 

 アンドロイド市場に参入した平成26年８月より平成27年２月にかけて、それぞれの3033モバイル

アプリの月別インストール数、月別利用者数及び累積インストール数を調査した。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－５ 「Let’s大また歩き！」の月別インストール数、月別利用者数、累積インストール数 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－６ 「めざせ芦ノ湖！」の月別インストール数、月別利用者数、累積インストール数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－７ 「みんなの3033運動」の月別インストール数、月別利用者数、累積インストール数 

８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 

月別インストール数 8 11 12 95 39 26 11 

月別利用者数 8 10 16 92 79 75 61 

累積インストール数 8 19 31 126 165 191 202 

0 

50 

100 

150 

200 

250 

300 件数 

８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 

月別インストール数 2 3 3 64 5 3 3 

月別利用者数 2 4 6 62 42 40 37 

累積インストール数 2 5 8 72 77 80 83 

0 

50 

100 

150 

200 

250 

300 件数 

８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 

月別インストール数 5 2 9 76 180 17 4 

月別利用者数 5 5 14 80 172 147 125 

累積インストール数 5 7 16 92 272 289 294 

0 

50 

100 

150 

200 

250 

300 件数 
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11月に月別インストール数が増加しているのは、「3033モバイルアプリのモニタリング調査」を実

施したためである。また、12月に月別インストール数が増加しているのは、県のたより「未病特集号」

に記事が掲載されたためであると考えらる。特に「めざせ芦ノ湖！」が取り上げられたことで、数字

として顕著に表れた。さらにPlayストアのインストール画面に「類似のアプリ」として、「Let’s大また

歩き！」と「みんなの3033運動」が自動でページに表示されることから、他の２つの3033モバイルア

プリも併せて利用されていることがわかる。 

3033モバイルアプリは、そのプログラムの特性により、使用可能なアンドロイドバージョンがそれ

ぞれ設定されている。「Let’s大また歩き！」は他の２つのアプリに比べて高いバージョンとなってお

り、古いバージョンのモバイル端末ではインストールできないため、累積インストール数に差が出て

いると考えられる。 

 

表１ 各3033モバイルアプリの使用可能アンドロイドバージョン 

3033モバイルアプリ 使用可能アンドロイドバージョン 

L e t ’ s大 ま た 歩 き ！ 4.2.2以上 

め ざ せ 芦 ノ 湖 ！  2.3.4以上 

み ん な の 3033運 動 2.3.4以上 

 

２ 3033モバイルアプリ モニタリング調査集計結果 

  3033モバイルアプリ モニタリング調査の記述内容については、誤字・脱字を除き、できる限り

回答者の方が記述した内容のままの表現で載せることとした。また、各グラフの回答総数は149であ

る。なお、グラフに記載している割合は、少数第１位を四捨五入しているため、100％とならない場

合がある。 

 

（１）モニタリング調査対象団体 

 ・県職員 

 ・綾瀬市役所職員 

 ・岩崎学園 情報科学専門学校／横浜医療情報専門学校 

 ・神奈川工科大学関係団体（厚木市民） 

 ・その他                      計149名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         ｎ 

図－８ モニタリング調査回答団体 

情報科学専門

学校 
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（２）モニタリング調査集計結果 

ア 基本情報 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図－９ 性別                 図－10 年齢 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－11 男性の年齢別各3033モバイルアプリ モニタリング人数 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－12 女性の年齢別各3033モバイルアプリ モニタリング人数 
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図－13 居住地域                 図－14 職業 

 

イ 利用しているスマートフォンやタブレットについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－15 利用しているキャリア        図－16 アンドロイドバージョン 
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ウ モバイルアプリの評価について 

  （ア）「Let’s大また歩き！」について 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－17 最も良い点              図－18 改善すべき点 

 

ａ モバイルアプリの最も良い点のコメント 

・カエルのキャラクターがかわいい。 

・デザインがとても分かり易く初心者にも扱いやすいと感じた。 

・手軽にやりたいときにすぐできること。 

・特に取り扱い説明書が無くても機能がわかりやすい。 

・カエルが成長するところが進めたくなる。 

・身長から設定した目的地までの標準的な歩数が示され、少ない歩数で歩くと目標達成と

なる点。 

 

ｂ モバイルアプリの改善すべき点のコメント 

・操作方法が少しわかりにくくて、どうやって使っていいか、迷いました。 

・ＧＰＳの座標がずれてしまい、正常に使用できない。 

 

ｃ モバイルアプリを試用した際に発生した不具合について 

・スタートの位置情報が正確でないため、目的地までの歩数が変わってしまう。大抵の場

合、クリア“成功”になる。 

・ダウンロードができない。 

・ＧＰＳによる位置情報の設定ができなかった。 

・動作が固まる。 

（一部抜粋） 
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  （イ）「めざせ芦ノ湖！」について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－19 最も良い点               図－20 改善すべき点 

 

ａ モバイルアプリの最も良い点のコメント 

・アプリの使い方が見やすくてわかりやすい。 

・操作の仕方が操作方法を見なくても分かるほどわかりやすくて手軽だと思いました。 

・ボタン操作が少ないのでわかりやすい。 

・設定など入力が簡単なところが良い。 

・カエルが成長するところが進めたくなる。 

・実際に歩くことはできないが目的地を目指して歩けるのがよい。 

 

ｂ モバイルアプリの改善すべき点のコメント 

・芦ノ湖までの地図があり、今どの辺を歩いているか分かったほうがいい。芦ノ湖までの

距離も分からない。 

・ポップアップを歩数計測中のときにも消してほしい。記録する前に電源を切ってしまう

と、カウントされないので改善すべきではないか。 

・もう少し歩く範囲を広範囲にした方がいいと思う。 

・総歩数、カロリーだけでなく、カレンダーとかがあれば実施回数がわかると思います。 

・中間ポイントとか目安があるとやる気が出る。例：１kmまであと350m あと画像を増や

して欲しいです。絵が全然変わらないのはやる気が・・・。 

 

ｃ モバイルアプリを試用した際に発生した不具合について 

・歩数が対応されず、元々のスマホでの歩数がまったく合致しませんでした。１万歩歩い

たのに、16歩しかなかったので、その後は使用しなかった。 

・歩いてもちゃんと１歩と数えられていないときがある。 

・年配の方にも使ってもらうなら文字は大きいほうがいいと思う。 

・何らかの障害でアプリが終了してしまう。記録していないデータが消失してしまう。 

（一部抜粋） 
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  （ウ）「みんなの3033運動」について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－21 最も良い点               図－22 改善すべき点 

 

ａ モバイルアプリの最も良い点のコメント 

・ワンタッチで運動タイマーを起動でき、日々にどれだけ運動をしているかカレンダーの

ように見ることができてわかりやすい。 

・特に何々しろと指示をしてくるわけではなく、自分のペースで運動できるのがよかった。 

・データの入力から履歴が見られるまでの簡単さ。 

 

ｂ モバイルアプリの改善すべき点のコメント 

・アプリを開いても、画面が自動で切り替わらないのであれば、「画面をタッチ」など、

次の操作を促すメッセージ等を表示させないとわかりづらいのではないかと感じた。 

・一番初めの画面でどこをタップしたら始まるのかがわかりにくい。メインメニューが見

にくい。 

・もらえるものがあの画像じゃやる気がでないので、表彰状的な画像をプレゼントに入れ

るべき。 

・ＢＭＩ係数を、いちいち計算するのではなく記録してくれたほうが見やすいと思った。 

 

ｃ モバイルアプリを試用した際に発生した不具合について 

・アプリを使い、スタートボタンを押しタイム計測を始めたのに、気付いたら消えていて、

やったという記録も残っていなかった。 

・「累積カロリーNaN」と表示される。 

・バックグラウンドでもしっかり動作してほしい。 

（一部抜粋） 
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  （エ）「運動を継続するためにモバイルアプリを利用することは効果的だと思いますか。」と 

いう質問について 

 

 

 

 

 

 

 

図－23 運動を継続するためにモバイルアプリを利用することは効果的か（人数） 

 

ａ 「思う」、「どちらかというと思う」と回答した方のコメント 

・モバイルは常に持ち歩いているので。 

・記録に残せたりして、運動をやろうと思う気になると思うから。 

・手軽ですし、スマホを現在の人はよく活用するので、効果的だと思います。 

・遊び感覚で使えていいと思う。目標が出来るので、意識的に運動するようになると思う。 

・手軽で携帯端末にアプリが入っていれば気軽に起動し、「運動しよう」と思えるのでモ

チベーションの向上に繋がると思う。 

 

ｂ 「どちらかというと思わない」、「思わない」と回答した方のコメント 

・アプリを起動していないと意味がないからバッテリーが消費されることが気になって使

いにくい。 

・操作性などが改善されれば、有効性は感じる。 

・気持ちの問題。 

・起動するのが面倒。 

・機能に問題あり。 

・通勤時は持っているが、積極的に体を動かすときはスマートフォンを置いていた。 

（一部抜粋） 

 

  エ あなた自身の変化について 

  （ア）「モニタリング後に何か体に変化がありましたか。」という質問について 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－24 モニタリング後の体の変化（人数） 
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ａ 「とても変わった」、「変わった」と回答した方のコメント 

・体調がよくなった気がする。 

・大またで歩くようになった。 

・普段の普通の動きでも体が軽く動くようになった。 

・息切れしにくくなった。 

 

ｂ 「あまり変わらない」、「変わらない」と回答した方のコメント 

・習慣になる環境がなかった。 

・私自身の性格的に毎日コツコツやることは苦手です。 

・使い勝手が悪く使用していないため。 

・アプリを稼動させるような歩行を行う機会が少ないため、変化はなかった。 

（一部抜粋） 

  （イ）「運動に対する意識が変わりましたか。」という質問について 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－25 運動に対する意識の変化（人数） 

 

ａ 「とても変わった」、「変わった」と回答した方のコメント 

・体を動かそうという意識が芽生えました。 

・買い物中等も運動の一環とできるようになった。 

・運動する時間が増えた。 

・こういった視点での方法もあることに気付かされました。 

・運動していないということを把握することができた。 

・極力歩くように自己意識の変化があった。 

・運動をすると心身にもよく影響するし、運動をすることでストレス発散に繋がることも

あるから。 

 

ｂ 「あまり変わらない」、「変わらない」と回答した方のコメント 

・元々スポーツを毎週しているのであまり変わらなかった。 

・使ってみて、変化が感じられなかったので、あまり運動に対する気持ちが変わらなかっ

たですが、もっとアプリを使い続けてたらもう少し体に変化があるのかなと思いました。 

・使い勝手が悪く使用していないため。 

・従来から万歩計を利用していたので特別な変化はない。 

（一部抜粋） 
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オ 3033運動モバイルアプリを試用した感想、意見等 

・3033運動はあまり周知されていないと思うが、健康によいのでもっと宣伝していくべきだと

思った。 

・アプリの機能的には運動を促進させる気持ちにさせたので悪くないと思った。デザインはや

はりちょっと簡素だと思った。 

・アプリの精度をもっと上げたほうがいいと思います。 

・運動＝スポーツではなく、運動＝歩くことを楽しむアプリである。日頃運動をしない人向け

には楽しめるアプリではないか。 

・オリジナルのアプリ作成の完成楽しみにしています。 

・カウントされないときにショックが大きかった。 

・このように体験することでアプリの意見を聞くというのは大切なことだと思った。 

・この手のアプリは無料で色々あり、かなり機能に違いがある。何か特色を出さないと、負け

てしまう。シンプルかつ面白さが必要だと思う。 

・「めざせ芦ノ湖」みたいな歩数計を使って神奈川のはじからここまでの距離動いたとか、長

期間使って欲しいなら日本一周とかの目標があった方が面白みもあると思う。 

・デザインをもっとかわいくしたほうがいい。アプリを使いたいと思えるような工夫もあった

方がいいかも。友達と成果でランキングされたり、カロリーがでたり、簡単にできる運動や体

についての豆知識とかあってもいいと思う。 

・もっと3033運動や障害スポーツを神奈川県内に広めてほしい。 

・やはりそもそも運動をしない人にはきついです。 

・わざわざこのアプリを使う必要性があまりないと思った。お勧めの運動方法を公式サイトに

飛ばなくても見えるようにした方がいいと思う。 

・運動の強弱によって消費カロリーが計算されるとよいと思いました。 

・学生が開発しているアプリということで完成度を高めて欲しいと思います。 

・今回のモニタリングがなければ、普段健康のことにあまり関心を持っていなかったので、良

い機会だったと思います。 

・アプリ起動直後は使い方がよくわかりませんでした。実際にどのように進めればいいのかチ

ュートリアルがあった方がよかったです。 

・目的を持って、何かをするのは、やりがいがあります。体力だけでなく、精神面もストレス

解消になりました。 

・利用者がアプリを開くアイデアが必要。 

・端末との相性があるのか、歩数等がうまく認識されなかった。 

・ＧＰＳを使うと電池の減りがはやいので、出先等で気軽に使えない。 

・カエルのデザインが可愛かったです。 

・もう少し機能を増やして欲しかった。 

・使い方がいまいちわかりづらい。 

・インストールさえしておけば、自動的に日々の歩数、消費カロリーが表示されたほうが良い。 

（一部抜粋） 
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（３）考察 

   3033モバイルアプリはアンドロイド端末のみの作成であり、利用者が限定されていることと、モ

ニタリング調査を依頼した団体の中で、年代が10～20歳代に限定される岩崎学園の情報科学専門

学校及び横浜医療情報専門学校の学生が57％を占めたため、調査対象者の30歳代以降の方が34％

となった。ただし、男女別、各世代別で各モバイルアプリの意見を反映できるよう、振り分けた。 

人数がバランスよく振り分けられなかったのは、利用している機種にダウンロードすることが

できなかった不具合があり、急遽ダウンロードできるモバイルアプリに変更してもらう対応をし

たためなどである。 

   それぞれの3033モバイルアプリについては以下のとおりである。 

 

  ア 「Let’s大また歩き！」 

    カエルのキャラクターを成長させるという設定や大また歩きを意識させるという点でアイデ

アの評価が高かった。一方、ＧＰＳの不具合が発生する点やバージョンが高いためインストー

ルすることができない機種も多く、課題が残ったが、現在これまでのアイデアを踏襲し、新チー

ムがプログラムを修正中である。 

 

  イ 「めざせ芦ノ湖！」 

    目的地をめざしてバーチャルで歩けるというアイデアやボタン操作が少ない手軽さの面で高

い評価を受けた。一方、バックグラウンドでスリープ状態になり、歩数がカウントされなかっ

たり、突然モバイルアプリが終了してしまったりするなどの不具合が発生している。考えられ

る原因はスマートフォンが機能の優先順位を自動的に決めており、歩数を測定する機能の優先

順位は低いため、スリープ状態になったときに自動的に終了してしまうということである。そ

のため、それぞれの機種に対応するためのプログラミングが必要であると考えられる。また、

改善点として、全体像や現在の歩いている位置を把握できるような地図機能、目的地の追加な

どの提案も多くあった。 

 

  ウ 「みんなの3033運動」 

    ワンタッチで動かせる手軽さの面と一週間の運動履歴をみることができるアイデアの面で高

い評価を得た。一方、累計カロリーが表示されないことやバックグラウンドで動作確認ができ

ないことなどの不具合が発生している。また、改善点として、画像のバリエーションの追加や

画面の表示・操作に工夫をして欲しいなどの要望もあった。 

 

 3033モバイルアプリに関しては現在、開発途上版（β版）として提供していることもあり、改善すべ

き点は多々あるが、図－23のとおり、「運動を継続するためにモバイルアプリを利用することは効果

的か」という質問に対して、「思う」「どちらかというと思う」と回答された方が過半数を占めた。

モバイル端末は常に持ち歩くため、目標ができて意識的に運動することができるなどの理由が挙げら

れた。一方、「どちらかというと思わない」「思わない」と回答された方の中には、スマートフォン

のバッテリーを懸念される方や運動に対する個人の意識の問題であるなどが挙げられた。 

 図－24「体の変化」、図－25「意識の変化」に関する質問では、いずれも「あまり変わらない」と

回答された方が過半数であった。しかし、３週間という短い期間でのモニタリング調査であったが、
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体調がよくなったり、運動することを意識したりする方がいた。また「変わらない」と回答された方

の中には、元々スポーツをしているという方や、すでに万歩計を利用しているという方が多かった。

他には、モバイルアプリの機能の向上を指摘される方が多かったので、改善次第で効果が期待される。 

 

【まとめ】 

 今回、岩崎学園の学生に開発を依頼した理由として、モバイルツールの利用率が高い若い世代の柔

軟な発想をアプリに反映させることや、県の公的機関と連携し、学生自らがアプリを作成することで、

学生の教育的・経験的効果が促進されることなどがあげられる。 

 ２年継続研究として、１年目に3033モバイルアプリを作成・提供し、２年目には、運動効果を見取

ることができる長期のモニタリングを行い、そのアンケート結果をプログラムに反映し、改善を図る

ことを計画していた。しかし、3033モバイルアプリの開発が遅れ、長期間のモニタリングを行うこと

ができず、また、開発途上版（β版）でのアンドロイド市場参入となったため、全県的に3033モバイル

アプリの利用を促す広報には至らず、現時点ではいずれのアプリも低い利用数にとどまっている。 

 本研究内におけるモバイルアプリの開発については、アプリ利用者の確保や運動習慣の改善といっ

た具体の成果にはつながらなかった。しかし、モバイル端末を利用して運動促進を図ることの意義や、

運動に対する体や意識の変化などにおいて肯定的な意見も多く見られたことから、3033モバイルアプ

リについては、プログラムの改善を継続することで、日常生活で運動を実践・継続させるための具体

のツールになりうるものと考える。 

 今後も岩崎学園との連携を図りながら、運動・スポーツの実施率の向上や健康寿命の延伸を目指す

取組みの一助となるよう、アイフォン市場への参入検討も含め、より汎用性・拡張性の高いアプリへ

と昇華させていきたい。 

 

※3033運動モバイル・アプリケーション・プログラムの開発等に関する研究（２年継続研究の１年

目）研究報告書 

 http://www.pref.kanagawa.jp/uploaded/attachment/710566.pdf 
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【参考資料１】 3033モバイルアプリの概要 

１ Let’s大また歩き！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

カロリー消費の高い「大また歩き」が楽しく

継続できる 3033 モバイルアプリ。 
大また歩きをすることでカエルを成長させる

ことができる。 

ＧＰＳ機能で現在地を特定し、目的地までの

ルートを設定。 
目的地までの目標歩数が表示され、歩くこと

で歩数がカウントされる。 
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２ めざせ芦ノ湖！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標歩数以内に到達するとポイントがもら

え、カエルが成長していく。 

県庁前を出発して観光地を巡り、ゴールの芦ノ

湖をめざす、バーチャルウォーキングアプリ。 
3033 運動に関する説明付き。 
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メニュー画面。体重を入力してカロリー計算を

する。 
「芦ノ湖めざして歩く」ボタンを押して歩行開

始。万歩計機能で歩数がカウントされる。 

歩数を距離に換算し、到達距離に応じて観光地

の画像が変化する。 
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３ みんなの3033運動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎日の運動時間とカロリー消費量を記録する 

レコーディングアプリ。 
年齢、身長、体重、性別を入力し、保存する。 

 

データが保存されると、自動的にＢＭＩ係数が

自動計算され、指標とともに表示される。 

 

「Start」ボタンを押して、運動を開始する。

運動時間がカウントされる。 
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30 分以上運動を継続すると、モバイル端末用

のオリジナル壁紙（待ち受け画面）がプレゼン

トされる。 

 

１週間の消費カロリーが記録される。 
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【参考資料２】 3033モバイルアプリ モニタリング調査用紙 
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１

２

３

４

１

２

３

１

【Ⅲ　モバイルアプリの評価について】

このアプリの最も良い点は何ですか。一つ選択し、具体的に記入してください。

① 操作性　　　 ② デザイン　　　 ③ 手軽さ　　　 ④ 機能　　　 ⑤ アイデア

⑥ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

※確認方法：（例）設定→システム→端末情報→Androidバージョン

職業を教えてください

① 自営業・家族従事者　 　　② 会社員 　　　③ 公務員　　　 ④ 学生

⑤ パートタイム・アルバイト　　　 ⑥ 無職・その他 

【Ⅱ　ご利用のスマートフォンやタブレットについて】

利用しているキャリア（会社）はどこですか。

① au　　 ② docomo　　 ③ softbank 　　④ その他（　　　　　　　　　　　　）　　

機種（モデル番号）を記入してください。

〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕　例)〔　　　　京セラ　DIGNO　KYL22　　　　　〕

※確認方法：（例）設定→システム→端末情報→モデル番号

Androidバージョンを記入してください。

〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕　例)〔　　　　4.2.2　　　　　　　　　　　 　〕

※その他の地域：葉山町・寒川町・大磯町・二宮町・中井町・大井町・松田町・山北町・
　　　　　　　　開成町・箱根町・真鶴町・湯河原町・愛川町・清川村、その他

3033モバイルアプリ モニタリング調査用紙

☆モニタリング対象アプリ（こちらで指定したものを利用していただきます。）

　　① Let's大また歩き!　　　　　② めざせ芦ノ湖！　　　　③ みんなの3033運動

【Ⅰ　基本情報】

性別を教えてください。

① 男性　　　 ② 女性

年齢を教えてください。

① 10歳代　 　② 20歳代　 　③ 30歳代　 　④ 40歳代　 　⑤ 50歳代　 　⑥ 60歳以上

お住まいを教えてください。

① 横浜市　　 ② 川崎市　　 ③ 相模原市　　 ④ 市部　　 ⑤ その他の地域

※市部        ：横須賀市・平塚市・鎌倉市・藤沢市・小田原市・茅ヶ崎市・逗子市・
　　　　　　　　三浦市・秦野市・厚木市・大和市・伊勢原市・海老名市・座間市・
　　　　　　　　南足柄市・綾瀬市

具体的にお書き下さい：
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【参考資料３】 県のたより「未病特集号」 
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